
第 109 回 グループホーム忘れな草 

運営推進会議記録 

実 施 日 時 令和 6年 7月 25日（木） 午前 10時 30分 

場     所 ケアハウスえんれい草 

出  席  者 

町内会役員代表：山中様 

 地 域 住 民 代 表：松田様、久保様 

 利 用 者 代 表：中島様(えんれい草) 

 利用者家族代表：浅川様(えんれい草) 

 市 職 員 代 表：佐伯様 

 えんれい草職員：川副様、小笠原様 

 福 寿 草 職 員：魚岸様 

 忘 れ な 草 職 員：徳廣、家納 

前回からの継続    

課題 
   無  ・  有  

活 
 
 
 
 

動 
 
 
 
 

報 
 
 
 
 

告 

利用者状況 

① 利用者数 23名  

（待機者数：男性 0名、女 3名）（入居：3名）（退居：3名） 
 

② 各階要介護度状況（入居者数：23名） 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

１ Ｆ 1名 2名 2名 2名 1名 

２ Ｆ 1名 3名 3名 1名 0名 

３ Ｆ 0名 3名 4名 0名 0名 

合 計 2名 8名 9名 3名 1名 
 

利用者 

活動状況 

 6月 7月 

1Ｆ 6/15 O・S様、80歳誕生会 1Ｆ なし 

2Ｆ なし 2Ｆ なし 

3Ｆ なし 3Ｆ 7/5 K・E様、84歳誕生会 

その他 

・6月 26日 PM1：30より消防立ち会いのもと避難訓練実施。入居者 20名、 

職員 10名参加。 

・4 月下旬より始まっていた屋上の防水改修工事について、予定通り 7 月上旬

に終了いたしました。ご理解ご協力ありがとうございました。 

スタッフ関係 

（研修など） 

参加日 研修名 研修先 参加 

6/24 
若年性認知症の DVD 視聴研修（施設

内研修） 
忘れな草 10名 

6/25 普通救命講習 えんれい草 6名 

7/11 
生産性向上の取組の普及・拡大に向

けたセミナー 
忘れな草 1名 

7/18 普通救命講習 えんれい草 5名 



 

事故発生 

（9件） 

ヒヤリハット 

含む 

階 発生日時 事故内容 

2

階 

6/1（土） 

PM12:05頃 

86歳、女性 

要介護 2 

昼食後 2 階フロア内にご本人様の姿が見えないことに職

員が気づく。職員 2名でフロア内や玄関を探したところ、

玄関にスリッパが脱いであり、忘れな草裏の駐車場にて歩

いている姿を発見する。職員が声掛けをし、一緒に施設に

戻られる。長男様へ電話にて経緯を説明いたしました。帰

宅願望が強く落ち着きがなかったので、傾聴しながら側で

見守りを強化します。 

1

階 

6/3（月） 

AM5:55頃 

88歳、女性 

要介護 5 

居室のセンサー反応に気づくが、他の入居者様の介助中に

よりすぐ対応できず、訪室したところ部屋の床に座ってい

る姿を発見する。介助で起こし、居間まで職員と一緒に歩

いてこられる。歩行状況はいつもと変わりなく、皮膚の変

色・痛み等もなかった。血圧 155/89、脈 83 回。AM9：00

次女様へ電話にて転倒直後の状況を伝え謝罪いたしまし

た。今後はセンサー反応に素早く対応できるよう、頻回に

観察し転倒予防に努めます。 

3

階 

6/6（水） 

AM11:30頃 

97歳、女性 

要介護 3 

排泄介助後、車椅子に移乗された時、左ひざに１㎝程の皮

膚剥離に気づく。居間に戻り、消毒・絆創膏処置行う。体

温 36.3℃、血圧 130/73、脈 90回。車椅子移乗の際、立位

不安定のため介助したが、膝が曲がった状態で壁か車椅子

にぶつかったものと思われる。次女様に電話にて説明し謝

罪いたしました。移乗時は、足の位置に注意しながら介助

を行います。 

１

階 

6/10（月） 

PM2:10頃 

91歳、男性 

要介護 4 

職員 2名で他の入居者様の排泄介助終了し、トイレから出

たところ、トイレ向の部屋の O様が呼んでいたので訪室す

ると、転倒している S 様を発見する。居間から自分で歩

き、間違えて O様の部屋に入り、転倒したと思われる。職

員 2名で起こし、車椅子に座ってもらい、トイレ誘導行う

が、立ち上がりや移動動作普段と変わりなかった。体温

36.3℃、血圧 154/94、脈 84回。長男の奥様へ電話にて説

明し謝罪いたしました。排泄介助が必要な方が多い中で

も、必ず居間に職員がいるよう職員間で声掛けしながら、

転倒予防に努めます。 

2

階 

6/13（木） 

AM10:30頃 

82歳、女性 

要介護 3 

居間のソファ前で長座位になっているところを発見する。

ソファから立ち上がる際、他の入居者様が座っている椅子

に掴まって転倒したと思われる。一度ソファに座ってもら

い、身体確認行うが痛み等はなかった。次女様へ電話にて

状況説明し謝罪いたしました。立ち上がりの際には、でき

る限りそばで見守り、転倒に注意します。 

2

階 

6/22(土) 

PM1:20頃 

82歳、女性 

要介護 2 

洗面所の方から物音が聞こえ、職員が駆け付けると、洗面

台付近で右側を下にして転倒されているところを発見す

る。その場で身体確認を行うが、痛み・腫れ等はなかった。

ご主人様に電話にて状況説明し謝罪いたしました。自力歩

行できる方ですが、歩行時の見守りを強化し転倒予防に努

めます。 



  

3

階 

6/23（日） 

PM6:45 

97歳、女性 

要介護 3 

夕食が終わり、居室のベッドで横になってもらっていたと

ころ、居室から声が聞こえ、センサーがなったと同時に「ド

ス」と音がしたため訪室すると、横になっていた時とは逆

向きに（足の方に頭を向け足は枕の方にして）ベッド横で

転倒している姿を発見する。職員 2名で起こし、車椅子に

座ってもらう。ご本人様は「トイレに行きたいです。」と

言われ、トイレ誘導を行う。身体確認するも痛み・皮膚の

変色はなかった。ご本人様「私が自分で動いたからこんな

ことになってごめんね。大丈夫です。」と言われる。次女

様に電話にて説明し謝罪いたしました。今後は就寝してか

らも巡回を増やし、転倒予防に努めます。 

1

階 

 

7/5（金） 

PM6:45頃 

85歳、女性 

要介護 3 

排泄介助時、衣類の汚染があり職員が着替えを取りに行っ

ている間に「ドン」という音が聞こえ、他の職員がトイレ

に行くと、トイレの手洗い台横の壁に頭をぶつけて転倒し

ているところを発見する。職員 2名で起こし、一旦便座に

座ってもらい、打撲など確認するが痛み・腫れ等はなかっ

た。血圧 112/60、体温 37.0℃、脈 89回。車椅子に移る動

作も普段と変わりありません。少しの時間でも、側を離れ

るときには他の職員に声掛けし、1人にならないよう対応

いたします。 

１

階 

7/20（土） 

PM4：10頃 

76歳、女性 

要介護 4 

ソファに座られている際、クッションの端が気になり引っ

張っているうちにソファからずり落ちてしまう。ソファに

座ってもらい、身体確認するが痛み等はなかった。体温

36・5℃、血圧 133/81、脈 75回。職員は近くにいたが、転

落時のとっさの対応が取れなかった。行動を観察し、危険

な時は側で見守り転倒予防に努めます。 

 

その他 なし 

次回開催予定 令和 6年 9月 26日(木）10時 30分 場所：えんれい草 1階食堂 

助

言

・

要

望 

【質問・要望など】 

 地域住民代表久保様より 

 ひやりはっとが多いが、やむを得ないものが多いと思うので、これまでの対処を今後も 

 継続してもらえればと思う。 

 災害時避難所についてご質問。介護を要する方の受け入れを行う福祉避難所であると回答。 

他 

次会議までの 

継続課題 
  無 ・ 有 

 


